
第 88回九州藝術学会 発表要旨 

 

「報告 柳瀬正夢研究ノート」 

 西村 勇晴（北九州市立美術館） 

 

 北九州市立美術館では本年 12月 14日から 2014年 2月 2日にかけて「柳瀬正夢 1900 

― 1945 大正、昭和を駆け抜ける」展を開催する。 福岡県内では 2000 年の「生誕 100

年柳瀬正夢」展に続く催しであるが、松山に生まれ 11歳で門司に移住した柳瀬は実質、

門司で画家として育まれたにもかかわらず、この地との関わりについては遅れているのが

現状であった。 

 本展は巡回先の愛媛県立美術館、神奈川県立近代美術館葉山の協力を得て、柳瀬に縁の

深い松山、北九州、東京のフィールドワークを基に調査・研究を深め実施するものである。

そこで今回はまだ調査の段階ではあるが、当館が担当した北九州での柳瀬の支援者につい

てや、これまで判明していなかった彼の風景画の取材地（門司、八幡、佐賀関、阿蘇）に

ついて報告する他、最後に彼の代表的な作品である《門司港》（1919 年作、東京国立近代

美術館蔵）についての画題、取材地を考察する。 

  

  


